
謹
賀
新
年

多
摩
消
防
団
　
団
長

松
澤
　
士ユ］義

新
年
を
迎
え
最
良
の
年
で
有
り
ま
す
よ
う
希
望
に
沿
れ
る
ス
タ
ー
ト
を

し
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

最
近
は
、
火
災
が
少
な
く
な
つ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
油
断
を
す
る
と

自
然
災
害
が
、
昔
と
違
っ
て
起
こ
り
ま
す
。

訓
練
を
重
ね
多
摩
消
防
署
と

一
致
団
結
を
し
て
、
多
摩
区
民
の
安
心
と

安
全
を
守
り
抜
く
覚
悟
で
頑
張
り
ま
し
よ
う
。

本
年
も
皆
様
方
の
御
健
勝
と
御
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

多
摩
消
防
署
　
署
長

並
木
　
努

平
成
二
十
八
年
の
輝
か
し
い
新
春
を
迎
え
、
松
澤
喜
義
団
長
を
は
じ
め
、
多
摩
消
防

団
の
皆
様
に
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
、
多
摩
区
で
は

一
昨
年
と
同
数
の
四
十
三
件
の
火
災
が
発
生
し
ま
し
た
。

本
年
、
多
摩
消
防
署
で
は
、
火
災
ゼ
ロ
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
我
が
家
、
我
が
事
業
所
、
我
が
町
内
会

。
自
治
会
、
各
地
区
で
そ
れ
ぞ
れ

が
、
火
災
ゼ
ロ
を
目
指
す
こ
と
に
よ
り
、
多
摩
区
全
体
の
火
災
件
数
の
減
少
に
つ
な
げ

る
も
の
で
、
多
摩
消
防
団
の
皆
様
の
ご
協
力
が
必
要
不
可
欠
で
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
同
様
、
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
申
年
の
本
年
、
多
摩
区
か
ら
災
害
が
去
る
事
と
多
摩
消
防
団
の
益
々
の
ご
活

躍
を
祈
念
さ
せ
て
頂
き
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
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平
成
二
十
八
年
多
摩
区
消
防
出
初
式
受
賞
者

（敬
称
略
）

県
知
事
表
彰

永
年
勤
続
消
防
団
員

生
田
分
団
　
　
広
報
部
長
　
井
田
　
久

元
生
田
分
団
　
副
分
団
長
　
松
本
　
勇

川
崎
市
長
表
彰

優
秀
消
防
分
団

稲
田
分
団

多
摩
消
防
団
長
表
彰

勤
務
成
績
優
秀
消
防
団
員

生
田
分
団

部
長
　
田
澤
　
勇

稲
田
分
団

班
長
　
伊
藤
　
正
則

勤
務
成
績
優
良
消
防
団
員

生
田
分
団

団
員
　
太
田
　
聡
、
吉
田
　
治
人

円下
　
洋
平
、
鈴
木
　
勉

稲
田
分
団
　
団
員
　
原
嶋
　
俊
之
、
田
村
　
英
喜

小
林
　
一元
、
瀬
戸
山
　
洋
平

退
職
消
防
団
員
　
　
　
柿
崎
　
智
幸
、
中
根
　
大
典

元
生
田
分
団
　
分
団
長
　
木
下
　
新

一

元
生
田
分
団
　
副
分
団
長
　
松
本
　
勇

元
生
田
分
団
　
副
分
団
長
　
萱
守
　
重
次
郎

元
生
田
分
団
　
部
長
　
小
金
　
一旦

元
生
田
分
団
　
部
長
　
一面
橋
　
幸
治

元
生
田
分
団
　
部
長
　
結
城
　
実

元
生
田
分
団
　
班
長
　
木
下
　
義
麿

元
生
田
分
団
　
班
長
　
鈴
木
　
洋

元
生
田
分
団
　
班
長
　
源
　
洋

一

元
稲
田
分
団
　
班
長
　
高
橋
　
裕
己

元
稲
田
分
団
　
班
長
　
大
熊
　
重
雄

元
稲
田
分
団
　
班
長
　
一九
木
　
博
之

元
稲
田
分
団
　
班
長
　
若
林
　
実
継

元
稲
田
分
団
　
班
長
　
山石
渕
　
友
久

元
稲
田
分
団
　
班
長
　
安
藤
　
一
成

元
生
田
分
団
　
団
員
　
山序
　
和
志

元
生
田
分
団
　
団
員
　
一巾
川
　
宏
明

元
稲
田
分
団
　
団
員
　
関
山
　
雅
人

元
稲
田
分
団
　
団
員
　
鈴
木
　
卓

多
摩
防
火
協
会
長
表
彰

消
防
功
労
部
隊

生
田
分
団
　
長
沢
班

稲
田
分
団
　
中
野
島
班



六
月
二
十

一
日
に
枡
形
中
学
校
で
生
田
分
団
伝

統
の
団
旗
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

四
月
か
ら
新
入
団
員
を
中
心
に
消
防
活
動
の
基

礎
と
な
る
小
型
ポ
ン
プ
操
法
や
小
隊
訓
練
を
重
ね

て
き
ま
し
た
。

昼
夜
を
問
わ
ず
訓
練
は
各
班
長
の
も
と
、　
一
つ

に
ま
と
ま
る
過
程
で
も
あ
り
、
生
田
分
団
新
体
制

の
ス
タ
ー
ト
で
も
あ
り
ま
す
。

全
団
員
が
協
力
し
、
郷
土
愛
護
の
精
神
を
持

っ

て
活
動
い
た
し
ま
す
。

地
域
の
皆
様
に
は
、
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支

援
ご
協
力
の
ほ
ど
、
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

七
月
十
二
日
に
明
治
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
お
い
て
第
十
六
回
多
摩

消
防
団
消
防
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

各
九
班
か
ら
選
ば
れ
た
選
手
が
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法
を
行
い
ま
し
た
。

優
勝
　
中
野
島
班
　
班
長
　
上
村
　
浩

一

今
年
の
消
防
大
会
の
優
勝
は
、　
一
ヶ
月
間
の
訓
練
を
班

員

一
丸
と
な
つ
て
同
じ
目
標
に
向
か
い
努
力
し
た
結
果
だ

と
思
い
ま
す
。

中
野
島
班
を
誇
り
に
思
い
ま
す
。



指
揮
者
　
齊
藤
　
健

一

（宿
河
原

。
堰
班
）

た
く
さ
ん
の
素
晴
ら
し
い
選
手
が
い
た
中
、
こ
の
様
な
賞
を
頂
く
事

が
で
き
、
大
変
光
栄
に
思
い
ま
す
。

一
番
員
　
助
川
　
雄

一

（中
野
島
班
）

今
年
は
、
雨
も
多
く
思
う
よ
う
な
訓
練
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

工
夫
を
し
て
訓
練
し
た
結
果
、
優
勝
が
出
来
て
と
て
も
嬉
し
い
で
す
。

二
番
員
　
斉
藤
　
一得

（中
野
島
班
）

こ
の
様
な
賞
を
頂
く
事
が
で
き
、
嬉
し
い
限
り
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
初
心
を
忘
れ
ず
、
精
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

二
番
員
　
本
山
　
正
春

（中
野
島
班
）

去
年
に
続
き
優
勝
し
、
二
年
連
続
で
個
人
賞
を
頂
き
ま
し
た
。

班
員
の
み
ん
な
や
先
輩
の
方
々
に
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

「み
ん
な
が
消
防
士
」
事
業

花
火
大
会
　
特
別
警
備

八
月
五
日
に
狛
江
花
火
大
会
が
あ
り
、
宿
河
原

・
堰
班
と

登
戸
班
が
対
応

い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
八
月
二
十
二
日
の
調
布
花
火
大
会
に
お
き
ま
し
て

は
、
中
野
島
班
、
菅
班
、
長
尾
班
が
警
備
を
行
い
ま
し
た
。

九
月
十
四
日
に
南
生
田
小
学
校
に
て
四
年
生
を
対
象
に
し

た

「み
ん
な
が
消
防
士
」
と
い
う
授
業
を
消
防
団

・
消
防
職

員
で
行
い
、
消
防
活
動
の
一
部
を
生
徒
に
体
験
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。

輻 餞 ■■:
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十
月
十
七
日
に
生
田
緑
地
で
、
多
摩
区
民
祭
が
開

催
れ
ま
し
た
。

天
候
に
は
恵
ま
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
多
く
の
来

場
者
が
あ
り
例
年
通
り
の
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。

班
ご
と
に
出
店
ブ
ー
ス
、
中
で
も
コ
ン
ロ
な
ど
火

1行 巡 取

iビン段

鼈囀写 胞聴



太
田
　
正
芳

（東
生
田
班
）

四
月
ょ
り
東
生
田
班
に
入
団
し
、
先
輩
団
員
の
ご
指
導
の
元
、

多
摩
大
会
で
は
、
第
二
位
と
素
晴
ら
し
い
体
験
が
出
来
ま
し
た
。

今
後
も
頑
張
り
ま
す
。

森
田
　
桂
介

（東
生
田
班
）

多
摩
区
で
働
い
て
い
る
事
が
き

っ
か
け
で
、
四
月
ょ
り
東
生
田

班
に
入
団
い
た
し
ま
し
た
。

消
防
団
に
入

っ
た
事
で
、
地
域
の
人
や
行
事
に
関
わ
る
様
に
な

り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
頑
張

つ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

宮
田
　
英
明

（中
央
生
田
班
）

操
法
大
会
や
訓
練
を
経
験
し
、
全
て
が
初
め
て
の
事
で
し
た
が
、

先
輩
方
の
ご
指
導
に
よ
り
規
律
や
節
度
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

下
村
　
折
呈
　
（長
沢
班
）

四
月
ょ
り
長
沢
班
に
入
団
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
色

々
と
経
験
を
積
ん
で
成
長
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

中
村
　
日国
人

（長
沢
班
）

四
月
ょ
り
長
沢
班
に
入
団
し
ま
し
た
。

近
隣
の
消
火
活
動
を
意
識
し
て
の
訓
練
、
こ
こ
か
ら
団
員
活

動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

田
口
　
晶
士

（長
沢
班
）

四
月
ょ
り
長
沢
班
に
入
団
い
た
し
ま
し
た
。

訓
練
を
通
じ
て
新
入
団
員
が
同
じ
目
標
を
持
ち
絆
が
出
来
た

事
が
良
か
つ
た
で
す
。

松
下
　
望

（大
作
班
）

四
月
か
ら
入
団
さ
せ
て
も
ら
い
半
年
が
経
ち
ま
し
た
。

月
日
は
、
浅
い
も
の
の
貴
重
な
体
験
や
新
た
な
人
と
の
大
切

な

つ
な
が
り
を
得
る
事
が
出
来
て
日
々
、
刺
激
的
で
す
。

佐
久
間
　
聡
也

（菅
班
）

ま
だ
ま
だ
分
か
ら
な
い
事
が
多
く
、
先
輩
方
に
教
わ

つ
て
ば

か
り
で
す
が
、
地
域
の
安
全
の
為
に
精

一
杯
努
力
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

佐
藤
　
理
文

（中
野
島
班
）

一
生
の
財
産
を
築
く
べ
く
、
多
く
の
経
験
を
積
み
沢
山
の
人
脈
を
作

っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

古
谷
　
和
之

（中
野
島
班
）

自
分
の
為
、
地
域
の
為
、
色
々
と
覚
え
る
事
か
ら
で
す
が
、　
一
生
懸
命
が
ん

ば
り
ま
す
。

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

倉
方
　
規
安

（登
戸
班
）

消
防
団
に
入
り
、

「地
域
愛
」
の
大
切
さ
を
知
り
ま
し
た
。

私
も
地
元
で
育

つ
た
以
上
、
歴
史
の
あ
る
多
く
の
先
輩
方
を
見
習

っ
て
地
元

に
少
し
で
も
役
立
て
る
様
に
精
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

須
賀
　
大
元

（宿
河
原

。
堰
班
）

入
団
し
て
大
変
な
時
も
有
り
ま
し
た
が
、
訓
練
で
の
成
果
を
地
域
の
為
に
活

か
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

河
合
　
誠

（宿
河
原

・
堰
班
）

地
域
防
災
の
善
き
伝
道
者
と
し
て
、
誇
り
を
持

っ
た

「キ
ラ
リ
☆
」
と
光
る

団
員
に
な

っ
て
行
こ
う
と
思
い
ま
す
。

多
摩
消
防
団
広
報
部

本
団
広
報
部
長
　
井
田
　
久

生
田
分
団
部
長
　
齊
藤
　
一車か章

稲
田
分
団
部
長
　
飯
嶋
　
利
幸

生
田
分
団
団
員
　
高
橋
　
宏
之

生
田
分
団
団
員
　
山
方
　
治
男

生
田
分
団
団
員
　
荒
井
　
稔

生
田
分
団
団
員
　
大
木
　
康
弘

稲
田
分
団
団
員
　
原
嶋
　
俊
之

稲
田
分
団
団
員
　
浅
谷
　
武

稲
田
分
団
団
員
　
小
林
　
創

稲
田
分
団
団
員
　
村
越
　
瑞
穂

稲
田
分
団
団
員
　
新
井
　
基
之

編

集

後

記

第
十
六
号
発
行

「多
摩
消
防
団

だ
よ
り
」
に
際
し
、
ご
協
力
を

頂
き
ま
し
た
皆
様
に
こ
の
場
よ

り
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

多
摩
消
防
団
広
報
部

一
同

十
二
月
二
十

一
日
に
、
年
末
火
災
特
別
警

備
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

多
摩
消
防
団
で
は
、
各
九
班
が
担
当
地
域

の
巡
回
警
備
を
行
い
器
具
置
場
に
も
団
員
を

待
機
さ
せ
不
測
の
事
態
に
備
え
ま
し
た
。

十

一
月
五
日
、
秋
の
全
国

火
災
予
防
運
動
を
前
に
多
摩

防
火
協
会
主
催
の
防
火
パ
レ

ー
ド
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

多
摩
消
防
団
も
参
加
し
、

火
災
予
防
を
呼
び
か
け
な
が

ら
、
多
摩
区
役
所
か
ら
向
ヶ

丘
遊
園
駅
周
辺
の
パ
レ
ー
ド

を
行
い
ま
し
た
。

防

え
の

か ′、tt.::

らの

平
成
二
十
八
年

出
初
式
統

一
防
火
標
語


